












































































































































‒0.146 ‒0.217 ‒0.241* ‒0.193
 0.189  0.050 0.029  0.082
※上段の数値はピアソンの相関関係，
　下段は有意確率（両側）
　図形遊びを好んだ児童はコンパスや定規
などの「道具を使用して模様を描く」こと
が好きだと回答をする傾向があり，この相
関には統計的な有意差がみられた。
　ここから教室に積み木，パズル，ブロッ
クなどの図形遊びができる教具を置き，休
み時間に自由に触れられる環境を作ったり，
図形の展開図が何通り可能なのかをチーム
で競うような遊び要素のある活動を取り入
れることが，子ども達の算数嫌いを低下さ
せ，試行錯誤して問題に取り組むことので
きる構えを形成するのに有効なのではない
かという仮説を導きだすことができた。
おわりに
　アクションリサーチとして実施した授業
では数量を体感させるために同数の紙を準
備することで児童の関心や意欲を引き出す
ことが可能であった。今後は実際に教師と
して学級経営をするうえで，子ども達が自
然に数や図形に親しむことのできる教室環
境を作り，１年間の学級経営ののちに子ど
も達の算数に対する意識が変化するかどう
か（好きかどうか，試行錯誤できるか）と
いうことを実証的に検証していきたい。
 ※参考文献掲載は紙幅の関係で省略した。
